
中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

三

中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

―
絵
画
を
中
心
に
工
芸
な
ど
―

中
　
谷
　
伸
　
生

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
吹
田
村
（
現
在
の
吹
田
市
）
に
は
、
豊
後
竹
田
（
現
大
分
県
）

出
身
の
画
家
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七

－
一
八
三
五
）
が
晩
年
に
住
居
を
構

え
、
旅
先
の
大
坂
（
現
大
阪
市
）
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
竹
田
は
、
九
州
、

京
都
、
大
坂
な
ど
を
訪
れ
て
、
詩
、
書
、
画
の
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
作
風
を

示
し
た
文
人
画
家
で
あ
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
吹
田
村
を
訪
れ
、

《
吹
田
村
養
痾
図
》（
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
）［
図
1
］
を
描
い
た
。
画
面
に

は
二
棟
の
家
屋
が
描
か
れ
、
そ
の
周
辺
に
は
樹
木
が
林
立
し
て
お
り
、
手
前

に
は
田
畑
が
見
ら
れ
る
。
彼
方
に
は
山
岳
が
遠
望
さ
れ
る
。
筆
致
は
、
竹
田

特
有
の
鋭
く
繊
細
な
特
質
を
見
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
擦
れ
た
筆
致
で
、
半

ば
茫
洋
と
し
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
病
気
の
竹
田
に
よ
る
制
作
の
た

め
に
、
そ
う
な
っ
た
の
か
ど
う
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
竹
田
の
主
治
医
で

友
人
で
も
あ
っ
た
京
の
蘭
学
医
の
小
石
元
瑞
に
贈
ら
れ
た
作
品
で
、
親
し
い

友
人
間
で
交
わ
さ
れ
る
文
人
画
の
典
型
的
な
絵
画
で
あ
る
。
吹
田
市
岸
部
に

あ
る
元
大
庄
屋
の
中
西
家
に
も
、
竹
田
と
関
係
す
る
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、

竹
田
と
吹
田
村
の
関
係
は
深
く
、
あ
る
意
味
で
は
、
旅
先
の
大
坂
で
亡
く
な

っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
吹
田
村
で
生
涯
を
終
え
た
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
間

違
い
で
は
な
い
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
吹
田
市
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
「
田
能
村
竹
田
展
―
吹
田
・
な
に
わ
を
愛
し
た
文
人
画
家
―
」

を
担
当
し
た
市
村
茉
梨
学
芸
員
の
解
説（

（
（

を
ま
と
め
る
と
、
竹
田
は
、
天
保
四

［図 1］田能村竹田�
《吹田村養痾図》�
（竹田市立歴史資
料館蔵）
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年
（
一
八
三
三
）
に
下
関
か
ら
大
坂
を
経
て
京
に
着
く
。
そ
の
後
に
藩
に
帰

っ
た
後
、
再
度
、『
山
中
人
饒
舌
』
を
刊
行
す
る
準
備
の
た
め
、
田
能
村
直
入

を
連
れ
て
京
阪
に
旅
立
ち
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
大
坂
に
着
き
、
大

塩
平
八
郎
を
訪
ね
た
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
一
月
に
『
山
中
人
饒
舌
』

を
発
刊
。
三
月
に
十
一
回
目
と
な
る
京
阪
へ
の
旅
を
始
め
た
。
一
月
八
日
に

大
坂
に
着
く
。
そ
の
目
的
は
、
竹
田
の
著
書
『
山
中
人
饒
舌
』
の
再
校
正
と

『
近
世
画
史
』
の
出
版
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
天
保
六
年
（
一
八
三

五
）
一
月
二
十
四
日
に
大
坂
に
着
い
た
竹
田
は
、
大
塩
平
八
郎
と
再
会
し
て

親
交
を
温
め
た
。
そ
の
後
の
六
月
下
旬
に
京
に
入
り
、
そ
の
後
に
京
や
大
坂

を
め
ぐ
り
歩
い
て
、
七
月
十
一
日
に
吹
田
村
知
行
所
代
官
井
内
左
門
宅
を
訪

れ
て
滞
在
し
た
。
七
月
二
十
五
日
に
外
出
し
た
が
、
大
雨
に
打
た
れ
る
と
と

も
に
暑
さ
で
体
調
を
崩
し
て
高
熱
を
出
し
、
療
養
の
た
め
井
内
左
門
宅
に
身

を
寄
せ
て
療
養
の
毎
日
と
な
っ
た
が
、
七
月
二
十
日
頃
に
大
坂
の
中
之
島
蔵

屋
敷
へ
移
り
、
そ
こ
で
二
十
九
日
に
死
去
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
竹
田
ゆ
か
り
の
吹
田
市
に
位
置
す
る
中
西
家
の
旧
蔵
品
を
概

観
し
て
、
そ
れ
ら
の
価
値
と
位
置
づ
け
を
行
っ
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
最
初

に
調
査
を
行
っ
て
展
覧
会
を
企
画
し
た
寺
澤
慎
吾
氏
の
資
料
に
基
づ
き
な
が

ら
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
行
う
概
観
は
、
中
西
家
旧
蔵

品
の
全
容
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
の
部

分
ス
ケ
ッ
チ
だ
と
い
っ
て
お
く
。
中
西
家
は
、
旧
吉
志
部
東
村
（
現
在
の
吹

田
市
岸
部
中
四
丁
目
・
五
丁
目
）
に
あ
り
、
淀
藩
の
庄
屋
・
大
庄
屋
で
あ
っ

た
。
中
西
家
に
は
、
数
多
く
の
美
術
工
芸
作
品
が
遺
存
し
て
お
り
、
江
戸
時

代
の
庄
屋
と
い
う
存
在
が
、
経
済
活
動
の
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
、
大
坂
と
京
と
の
中
継
地
と
し
て
、
地
域

の
文
化
活
動
の
一
つ
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
中

西
家
旧
蔵
品
の
こ
と
は
意
外
に
忘
れ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
今
後
、

速
や
か
に
再
評
価
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
中
西
家
に
は
、
大
坂
の
絵
画
や
工

芸
品
な
ど
が
数
多
く
あ
る
が
、
淀
藩
と
の
関
係
で
、
京
の
美
術
や
書
作
品
も

多
く
遺
存
し
て
い
る
。
中
西
家
の
旧
蔵
品
を
一
瞥
す
る
と
、「
文
人
的
香
気
」、

「
茶
の
湯
に
よ
る
一
座
建
立
」、「
漢
学
の
雰
囲
気
」
と
で
も
言
う
べ
き
言
葉
が

浮
か
び
上
が
る
。
以
下
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
西
家
の
文
化
的
位
置
づ
け

を
行
い
、
同
時
に
吹
田
村
と
関
係
す
る
美
術
工
芸
作
品
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
た
い
。

一　

田
能
村
竹
田
と
吹
田
村

　

竹
田
の
文
人
画
は
、
江
戸
後
期
の
中
国
絵
画
理
解
の
典
型
で
あ
り
、
日
本

の
文
人
画
家
た
ち
が
、
真
に
中
国
の
文
人
画
を
理
解
し
て
絵
画
を
描
い
た
の

は
、「
文
人
画
（
南
画
）
の
大
成
者
」
と
呼
ば
れ
る
池
大
雅
（
一
七
二
三

－

一

七
七
六
）
や
与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六

－

一
七
八
四
）
ら
と
い
う
よ
り
も
、
そ

の
次
の
世
代
の
竹
田
ら
と
い
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、

竹
田
の
著
書
『
山
中
人
饒
舌
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
中
国
理
解
は
、
大
雅
の
そ

れ
と
比
べ
た
と
き
に
、
一
層
明
白
に
浮
か
び
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
研
究
者
間
で
議
論
が
か
し
ま
し
い
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

長
文
で
は
あ
る
が
、
次
の
鈴
木
進
氏
の
見
解
を
引
用
し
て
、
そ
の
一
端
を
考



中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

五

え
て
み
た
い
。

　

一
般
に
南
画
或
ひ
は
文
人
画
と
い
え
ば
、
心
象
的
な
風
懐
を
吐
露
し

た
、
多
分
に
余
技
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
一
面
に
、

初
期
南
画
の
作
家
で
あ
る
百
川
、
大
雅
、
蕪
村
に
は
、
か
な
り
多
数
の

障
屛
画
の
大
作
が
み
ら
れ
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。（
中

略
）
そ
れ
ら
は
、
と
き
に
金
屛
風
に
濃
彩
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
北

画
風
な
強
靭
な
筆
致
を
み
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
和
絵
風
、
琳

派
風
な
も
の
、
或
ひ
は
南
蘋
風
の
写
生
、
洋
画
的
遠
近
法
ま
で
摂
取
し

た
作
風
さ
え
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
な
触
手
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
の

ば
す
だ
け
の
柔
軟
な
意
慾
を
も
つ
て
い
た
の
が
、
初
期
南
画
の
作
家
た

ち
で
あ
り
、
こ
れ
を
裏
が
え
し
て
み
れ
ば
、
固
定
化
し
た
画
的
制
約
え

の
反
逆
で
あ
り
、
ま
た
在
野
的
な
、
町
絵
師
的
立
場
に
た
つ
て
、
現
実

に
は
ひ
と
し
く
職
業
的
作
家
と
し
て
の
精
神
的
な
プ
ラ
イ
ド
を
も
ち
な

が
ら
、
あ
く
ま
で
も
市
井
の
俗
塵
に
ま
み
れ
ま
い
と
す
る
抵
抗
を
、
ど

こ
か
に
み
せ
て
は
い
る（

（
（

。

　

こ
の
鈴
木
氏
の
見
解
に
は
、
興
味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
大
雅
の
絵
画
は
、
い
わ
ゆ
る
文
人
画
的
な
作
品
の
み
な
ら
ず
、
大
画
面

の
屛
風
も
多
く
、
大
和
絵
や
琳
派
の
技
法
も
垣
間
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
鈴
木
氏
は
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
、
大
雅
の
在
野
的
な
抵
抗
と
捉
え
て

い
る
が
、
近
世
絵
画
史
を
大
局
的
に
眺
め
れ
ば
、
抵
抗
と
い
う
よ
り
も
、
大

雅
ら
の
初
期
文
人
画
家
た
ち
は
、
未
だ
中
国
の
文
人
画
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
中
国
の

文
人
画
を
深
く
理
解
し
た
の
は
、
大
雅
ら
で
は
な
く
、
次
世
代
の
木
村
蒹
葭

堂
か
ら
竹
田
に
至
る
文
人
画
家
た
ち
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
結
論
に
至
る
。

文
人
画
家
と
し
て
の
大
雅
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
研
究
上
、
今
な
お
難

し
い
問
題
が
控
え
て
お
り
、
草
卒
に
結
論
を
だ
す
べ
き
で
は
な
く
、
種
々
の

異
論
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
竹
田
の
山
水
図
は
、
大
雅
に
よ
る
深
い
奥
行
の
あ
る
表
現
と
は

異
な
っ
て
、
良
く
も
悪
く
も
奥
行
き
が
乏
し
い
が
、
文
人
画
と
し
て
の
性
格

を
強
く
発
信
す
る
小
画
面
に
優
品
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
絵
画
に
お
け
る
琴
線

に
ふ
れ
る
繊
細
な
線
描
の
見
事
さ
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二　

池
大
雅
、
青
木
木
米
か
ら
岡
田
半
江
、
藤
澤
南
岳
ま
で

　

さ
て
、
中
西
家
［
図
2
］
は
、
吹
田
市
岸
部
に
所
在
し
、
寛
文
九
年
（
一

六
六
九
）
以
後
、
明
治
期
ま
で
「
東
村
」
と
し
て
淀
藩
の
領
地
で
あ
っ
た
。

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
、
淀
藩
領
内
の
大
庄
屋
・
中
西
家
の
屋
敷
地

は
、
東
村
の
領
地
の
最
大
面
積
を
占
め
、
中
西
家
が
所
有
す
る
屋
敷
地
は
四

十
を
数
え
、
全
屋
敷
地
数
の
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
中
西
家

に
残
さ
れ
た
作
品
資
料
は
、
絵
画
、
書
、
陶
磁
器
、
漆
器
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
が
、
多
く
は
生
活
用
お
よ
び
茶
の
湯
に
用
い
る
工
芸
作
品
で
、
江
戸
時
代

中
期
以
後
の
煎
茶
や
抹
茶
関
係
の
道
具
類
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

書
に
つ
い
て
も
池
大
雅
や
青
木
木
米
、
そ
し
て
、
泊
園
書
院
の
二
代
院
主
で



六

あ
っ
た
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二

－

一

九
二
〇
）
の
書
な
ど
、
有
名
な
画
家
、

書
家
、
文
人
の
作
品
が
残
さ
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
吹
田
市
の

文
人
交
流
の
状
況
が
手
に
取
る
よ
う

に
理
解
で
き
る
。

　

加
え
て
、
蒔
絵
を
含
む
漆
器
類
も
、

江
戸
時
代
中
期
以
後
の
漆
器
を
中
心

に
、
多
数
の
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、

日
本
の
漆
器
文
化
の
黄
金
時
代
を
彷

彿
さ
せ
る
作
品
群
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
多
く
が
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に

至
る
食
器
類
で
あ
る
が
、
漆
器
全
盛
時
代
の
工
芸
品
で
、
基
本
的
に
質
が
高

く
、
漆
芸
研
究
の
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
書
で

は
頼
山
陽
、
大
塩
平
八
郎
、
池
大
雅
、
青
木
木
米
、
篠
崎
三
島
・
篠
崎
小
竹
、

広
瀬
旭
荘
、
佐
藤
一
齋
、
藤
澤
南
岳
な
ど
の
書
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
人
物
は
、
江
戸
時
代
の
文
人
交
流
を
裏
付
け
る
重
鎮
ば
か
り
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
文
人
た
ち
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
の
中
心
で

あ
っ
た
大
坂
の
文
化
を
担
っ
た
人
物
た
ち
で
、
そ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
中

西
家
の
旧
蔵
品
は
、
い
わ
ゆ
る
経
済
・
文
化
の
一
つ
の
中
心
で
あ
っ
た
大
坂

の
文
化
に
呼
応
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
繰
り
返
し
て
お

く
が
、
中
西
家
が
作
り
上
げ
た
文
化
は
、
決
し
て
地
方
色
の
強
い
も
の
で
は

な
く
、
全
国
区
の
文
化
と
い
う
べ
き
性
格
を
備
え
て
い
た
。
そ
こ
に
は
「
文

人
的
香
気
」、「
茶
の
湯
に
よ
る
一
座
建
立
」、「
漢
学
の
雰
囲
気
」
が
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
画
で
は
大
坂
画
壇
の
画
家
で
、
堺
を
拠
点
に
江
戸

時
代
前
期
に
活
動
し
た
曽
我
二
直
菴
の
水
墨
に
よ
る
《
鷹
図
》（
双
幅
）［
図

3
］
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
二
直
菴
は
、
曽
我
直
庵
の
子
と
し
て
畿
内
の
各

地
に
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
山
孔
寅
、
岡
熊
岳
、
森
周
仙
、

日
根
対
山
、
月
岡
雪
鼎
ら
の
大
坂
画
壇
の
絵
画
が
含
ま
れ
て
お
り
、
京
都
画

壇
か
ら
は
、
岸
駒
、
岸
慶
、
岸
岱
、
池
大
雅
、
土
佐
光
孚
、
三
畠
上
龍
ら
の

作
品
が
見
出
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
西
家
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
の
交
流
は
、
当
時
の
中
心
地
で
あ

っ
た
大
坂
（
現
在
の
大
阪
市
）
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
関
西
大

学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
大
坂
画
壇
の
岡
田
半
江
（
一
七
八
二

－

一
八
四
六
）

筆
《
山
水
図
巻
（
大
川
納
涼
図
）》
は
、
竹
田
の
繊
細
な
作
風
と
重
な
り
合
う

［図 2］旧中西家住宅

［図 3］�曽我二直菴《鷹図》(部分）�
（中西家旧蔵・吹田市蔵）



中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

七

画
巻
で
あ
る
。
半
江
の
友
人
は
大
塩
平
八
郎
で
あ
る
が
、
大
塩
は
ま
た
竹
田

の
友
人
で
も
あ
っ
た
。
父
親
の
岡
田
米
山
人
と
同
様
に
、
藤
堂
藩
大
坂
蔵
屋

敷
に
仕
え
た
半
江
は
、
田
能
村
竹
田
、
頼
山
陽
ら
と
交
流
し
て
い
る
。
天
保

八
年
（
一
八
三
七
）
に
親
友
の
大
塩
平
八
郎
が
乱
を
起
こ
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
半
江
は
泉
州
堺
の
友
人
桂
園
ら
と
の
関
係
な
ど
も
あ
っ
て
、
住
吉
浜

に
引
っ
越
し
て
、
そ
の
地
で
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
八
日
に
六
十
五

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
半
江
筆
《
山
水
図
巻
（
大
川
納
涼
図
）》
は
、
巻
末

の
落
款
か
ら
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
、
半
江
六
〇
歳
の
晩
年
に

制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
画
巻
の
題
跋
は
、
中
西
家
と
も
関
係

の
あ
る
広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
四

－

一
八
六
三
）
に
よ
る
墨
書
の
題
字
「
濠
濮

間
想
」
で
あ
る
。
巻
頭
の
「
濠
濮
間
想
」
の
題
字
は
、
半
江
の
友
人
の
半
翠

（
如
何
な
る
人
物
か
不
明
）
に
よ
っ
て
儒
者
の
広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
四

－

一
八

六
三
）
に
頼
ん
で
書
い
て
も
ら
っ
た
墨
書
で
あ
る
。
豊
後
日
田
の
人
で
あ
る

旭
荘
は
、
大
坂
に
遊
学
し
て
摂
津
池
田
で
死
去
し
た
。
半
江
の
友
人
の
半
翠

が
こ
の
図
巻
を
手
に
入
れ
た
十
年
後
に
、
零
落
れ
た
半
翠
の
子
孫
が
、
金
銭

目
的
で
売
り
に
出
し
た
こ
の
図
巻
を
手
に
入
れ
た
の
が
大
坂
の
画
家
の
藤
井

藍
田
（
一
八
一
六

－
一
八
六
五
）
で
あ
る
。
藍
田
は
、
ど
う
し
て
も
欲
し
か

っ
た
こ
の
図
巻
を
入
手
し
て
、
詩
文
の
師
で
あ
っ
た
旭
荘
に
跋
文
を
依
頼
し

た
。
藍
田
は
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
あ
る
い
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一

七
）
に
大
坂
で
生
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
南
堀
江
に
暮
ら
し
、
習
字
を
教

え
、
文
人
画
を
描
い
た
。
吉
田
松
陰
を
支
持
し
、
勤
王
の
志
士
の
仲
間
と
な

っ
て
活
動
し
て
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
秋
、
長
州
藩
と
の
内
通
が
発

覚
し
て
、
新
選
組
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
、
幕
吏
に
捕
ら
え
ら
れ
、
翌
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
に
大
坂
の
獄
中
で
没
し
た
。
享
年
五
十
歳
（
あ
る
い
は

四
十
九
歳
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
は
、
当
時
の
大
坂
に
お
け
る

文
人
交
流
の
連
鎖
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
を
図
式
的
に
記
す

と
、
岡
田
米
山
人
→
岡
田
半
江
→
大
塩
平
八
郎
→
広
瀬
旭
荘
→
藤
井
藍
田
→

田
能
村
竹
田
→
頼
山
陽
→
八
木
巽
処
→
木
村
蒹
葭
堂
→
池
大
雅
と
繋
が
る
大

坂
文
化
の
連
鎖
で
あ
る
。
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
人
物

間
の
連
鎖
が
、
中
西
家
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三　

木
村
蒹
葭
堂
の
サ
ロ
ン
と
中
西
家
文
人
た
ち

　

大
坂
文
化
の
中
心
に
い
た
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六

－

一
八
〇
二
）
は
、

十
八
世
紀
後
半
に
活
動
し
た
酒
造
業
の
商
人
で
、
絵
画
、
書
、
詩
文
な
ど
多

種
・
多
芸
の
文
人
と
し
て
、
書
画
、
典
籍
、
博
物
学
の
標
本
類
や
器
物
の
蒐

集
を
行
っ
た
。
文
人
画
家
で
あ
る
と
と
も
に
博
物
学
者
で
も
あ
り
、
蒐
集
し

た
資
料
は
数
万
点
に
及
ぶ
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
蒐
集
品
に
よ
っ
て
私

設
図
書
館
、
博
物
展
示
室
を
設
け
て
、
全
国
の
文
人
た
ち
に
公
開
し
、
い
わ

ゆ
る
文
化
サ
ロ
ン
を
つ
く
っ
て
各
地
の
学
者
・
文
人
ら
と
交
流
し
た
。
ま
た
、

二
十
種
類
以
上
の
書
籍
（
版
本
）
を
出
版
し
、
自
ら
「
一
角
獣
」
の
考
証
に

関
す
る
著
作
を
ま
と
め
て
い
る
。
蒹
葭
堂
の
絵
画
の
師
は
、
中
西
家
に
も
書

作
品
が
遺
存
す
る
池
大
雅
で
、
他
に
も
鶴
亭
、
大
岡
春
卜
、
柳
沢
淇
園
ら
に

も
師
事
し
た
。
ま
た
、
篆
刻
の
師
は
、
江
戸
後
期
の
書
の
流
れ
を
決
定
し
た

高
芙
蓉
（
一
七
二
二

－

一
七
八
四
）
で
、
彼
は
篆
刻
家
で
画
家
で
も
あ
っ
た



八

が
、
遺
存
す
る
絵
画
は
限
ら
れ
て
い
る
。
高
芙
蓉
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
篆

刻
の
「
芙
蓉
派
」
を
結
成
し
、
清
朝
の
世
俗
的
な
印
章
を
退
け
、
秦
・
漢
の

古
い
印
章
を
手
本
に
し
た
。
そ
し
て
、
芙
蓉
派
は
江
戸
時
代
後
期
に
篆
刻
の

主
流
派
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
大
典
顕
常
（
一
七
一
九

－

一
八
〇
一
）
は
、
相
国
寺
の
禅
僧
で
江

戸
時
代
中
期
の
漢
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
近
江
国
の
生
ま
れ
で
相

国
寺
で
暮
ら
し
、
日
本
初
の
茶
経
の
注
釈
書
で
あ
る
『
茶
経
評
説
』
を
相
国

寺
で
暮
ら
し
て
い
た
と
き
に
著
し
て
い
る
。
煎
茶
の
祖
と
言
わ
れ
る
売
茶
翁

と
も
知
り
合
い
で
、
煎
茶
道
を
広
め
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
中
西

家
に
は
真
作
と
は
断
定
で
き
な
い
に
し
ろ
、「
売
茶
翁
」
の
署
名
の
あ
る
書
作

品
も
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
の
文
化
と
の
繋
が
り
を
彷
彿
さ
せ
る
。

蒹
葭
堂
宅
へ
の
訪
問
客
は
、
文
人
画
家
の
池
大
雅
（
中
西
家
に
書
作
品
有

り
）、
同
じ
く
柳
沢
淇
園
や
与
謝
蕪
村
、
陶
芸
家
で
文
人
画
家
の
青
木
木
米

（
中
西
家
に
書
簡
あ
り
）、
関
東
の
文
人
画
家
で
洋
風
画
も
よ
く
し
た
谷
文
晁
、

備
前
の
文
人
画
家
の
浦
上
玉
堂
、
田
能
村
竹
田
（
真
贋
の
判
定
が
分
か
れ
る

が
、
中
西
家
に
絵
画
あ
り
）、
洋
風
画
で
知
ら
れ
る
司
馬
江
漢
、
大
坂
文
人
画

の
代
表
格
で
あ
る
岡
田
米
山
人
（
中
西
家
に
絵
画
あ
り
）、
大
坂
画
壇
の
多
彩

な
画
家
の
岡
熊
嶽
（
中
西
家
に
絵
画
あ
り
）、
蒹
葭
堂
の
友
人
で
、
伊
勢
長
嶋

藩
の
殿
様
の
増
山
雪
斎
、
儒
学
者
の
頼
春
水
と
頼
山
陽
（
中
西
家
に
書
作
品

有
り
）、
そ
し
て
、
本
草
学
者
の
小
野
蘭
山
ら
で
あ
る
。
以
上
、
中
西
家
に

は
、
江
戸
時
代
の
京
、
大
坂
で
中
心
的
な
活
動
を
行
っ
た
著
名
な
画
家
や
儒

者
や
書
家
、
ま
た
、
才
気
あ
る
文
人
た
ち
の
作
品
が
遺
っ
て
お
り
、
作
品
を

眺
め
て
み
る
と
、
蒹
葭
堂
の
サ
ロ
ン
と
同
様
と
は
言
え
な
い
が
、
吹
田
村
に

文
化
的
な
香
り
を
放
つ
サ
ロ
ン
と
い
っ
て
も
よ
い
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

　

中
西
家
に
は
牲
川
充
信
筆
《
秋
草
図
襖
絵
》
が
遺
存
し
て
お
り
、
計
八
面

に
お
よ
ぶ
襖
絵
［
図
4
］
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
も
の
で
、
資
料
価
値
の
高

い
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
一
点
の
み
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ

っ
た
充
信
の
大
坂
画
壇
に
お
け
る
事
績
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
充

信
の
襖
絵
は
金
銀
を
用
い
た
華
や
か
な
京
狩
野
の
よ
う
な
作
風
で
、
推
測
す

る
と
こ
ろ
、
や
は
り
、
京
都
で
活
動
し
、
華
麗
な
作
風
で
知
ら
れ
る
狩
野
派

の
分
派
で
あ
る
鶴
沢
派
に
絵
画
を
習
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
う
な
る
と
、

充
信
の
師
は
、
鶴
沢
派
の
祖
で
あ
る
鶴
沢

探
山
（
一
六
五
五

－

一
七
二
九
）
と
な

る
。
充
信
の
み
な
ら
ず
、
大
坂
画
壇
の
画

家
た
ち
の
中
に
は
、
鶴
沢
派
に
学
ん
だ
画

家
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
充
信
の
出
自

も
範
囲
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
中
西
家
に
は
作
者
不
詳
の
襖
絵

《
松
に
小
禽
図
》
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
小

さ
な
円
弧
を
繰
り
返
す
装
飾
雲
の
採
用
な

ど
、
京
狩
野
派
の
作
風
を
想
起
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
襖
絵
に
つ
い
て
は
、
大

坂
の
狩
野
派
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
必

［図 4］�牲川充信《秋草図襖絵》�
（中西家旧蔵・吹田市蔵）



中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

九

要
も
あ
る
が
、
や
は
り
京
狩
野
派
、
あ
る
い
は
鶴
沢
派
系
統
の
作
風
を
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
大
坂
画
壇
を
中
心
と
す

る
画
家
た
ち
と
中
西
家
と
の
関
係
を
問
え
ば
、
現
在
の
大
阪
市
と
吹
田
市
の

位
置
づ
け
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
相
違
を
越
え
て
摂
津
国
と
い
う
枠
組
が
存
在
し

た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
淀
藩
と
の
関
わ
り
か
ら
言
っ
て
、
大
坂
と
京
と
の

狭
間
に
存
在
し
た
吉
志
部
東
村
と
い
う
場
所
は
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
中
西
家
に
遺
存
す
る
江
戸
時
代
の
絵
画
を
検
討
し
て
み
る
と
、

江
戸
時
代
初
期
の
堺
に
拠
点
が
あ
っ
た
曽
我
派
の
二
代
目
に
あ
た
る
曽
我
二

直
菴
（
慶
長
年
間
・
一
五
九
六

－

一
六
一
五
年
頃
没（

（
（

）
の
作
品
《
鷹
図
》（
双

幅
）
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
坂
文
人
画
の
代
表
者
の
岡
田
米
山
人
、
写

生
派
の
長
山
孔
寅
な
ど
が
目
に
つ
く
が
、
最
も
目
立
つ
の
が
岸
派
で
あ
る
。

中
西
家
に
は
岸
派
の
祖
で
あ
る
岸
駒
を
筆
頭
に
、
岸
岱
や
岸
慶
ほ
か
の
門
下

生
の
作
品
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
京
と
の
強
い
関
係
を
仄
め
か
す
。
ま
た
、

京
の
池
大
雅
の
書
も
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
西
家
が
大
坂
と
京
と
の

文
化
を
共
に
受
け
入
れ
て
、
独
自
の
文
化
を
醸
し
出
し
て
い
た
こ
と
に
も
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
泉
州
堺
の
出
身
で
大
坂
に
出
て
、
貫
名
海
屋

や
岡
田
半
江
に
師
事
し
て
活
動
し
た
日
根
対
山
の
絵
画
も
遺
存
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
大
坂
と
京
と
は
、
元
々
融
合
し
た
文
化
を
醸
成
し
て
お
り
、
人

的
交
流
は
地
域
を
越
え
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
さ

ら
に
細
か
く
考
察
す
る
と
、
や
は
り
大
坂
は
多
く
の
大
坂
の
画
家
た
ち
の
文

化
集
合
地
域
で
あ
り
、
京
も
や
は
り
京
都
の
画
家
た
ち
の
集
団
を
抱
え
て
い

た
わ
け
で
、
中
西
家
旧
蔵
品
に
見
ら
れ
る
京
・
大
坂
を
融
合
さ
せ
た
文
化
は
、

吹
田
村
に
位
置
す
る
中
西
家
の
性
格
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
書
に
つ
い
て
は
、
青
木
木
米
（
一
七
六
七

－

一
八
三
三
）
に
よ
る

「
山
田
氏
宛
書
簡
」［
図
5
］
が
遺
存
し
て
お
り
、
大
小
の
文
字
を
自
由
に
拡

大
縮
小
し
な
が
ら
自
由
闊
達
な
書
を
展
開
し
て
い
る
。
行
の
幅
に
も
こ
だ
わ

ら
ず
に
書
き
進
め
る
な
ど
、
文
人
的
な
趣
味
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
内
容
は
窯

場
跡
出
土
の
白
茶
碗
を
金
六
両
で
買
っ
て
も
ら
っ
た
礼
状
で
あ
る
。「
金
六
両

為
御
持
被
下　

大
津
の
骨
董
家
よ
り
金
壱
両
や
す
く
候
へ
と　

此
小
道
具
屋

大
の
よ
く
人
故　

尊
公
ニ
相
売
申
候
事（

（
（

」、
つ
ま
り
、
一
両
高
い
値
を
つ
け
た

が
、
欲
深
な
骨
董
家
に
は
売
ら
な
か
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
煎
茶
器
の

製
作
で
知
ら
れ
る
木
米
の
興
味
深
い
足

跡
を
留
め
る
一
級
の
書
簡
で
あ
り
、
大

変
貴
重
で
あ
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
儒
学

者
で
あ
っ
た
佐
藤
一
齋
の
三
行
書
は
、

朱
子
学
の
四
書
の
一
つ
の
『
中
庸
』
に

基
づ
く
書
で
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四

八
）、
一
齋
七
十
七
歳
の
と
き
に
中
西

家
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
齋
は

中
国
清
朝
の
法
帖
な
ど
を
数
多
く
収
集

し
て
、
当
時
、
日
本
で
最
も
人
気
の
高

か
っ
た
董
其
昌
の
書
を
学
ん
だ
。
中
西

［図 5］�青木木米「山田氏宛書簡」�
（中西家旧蔵・吹田市蔵）



一
〇

家
と
一
齋
と
の
直
接
の
や
り
取
り
か
ら
考
え
て
、
当
時
の
中
西
家
の
文
化
面

で
の
存
在
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
款
記
に
は
「
嘉
永
元
年
暮
為
中
西
子
厲
／

七
十
七
叟
一
齋
坦（

（
（

」
と
記
さ
れ
た
。
続
い
て
、
頼
山
陽
（
一
七
八
〇

－

一
八

三
二
）
に
よ
る
草
稿
《
渉
成
園
記
》（
額
一
面
）
は
、
山
陽
が
東
本
願
寺
の
庭

園
「
渉
成
園
（
枳
殻
邸
）」
に
つ
い
て
感
想
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
陽
の

書
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
西
家
が
当
代
の
一
地
方
の
大
庄

屋
と
い
う
位
置
づ
け
を
越
え
て
、
い
わ
ゆ
る
大
坂
な
ど
の
中
央
の
文
化
と
直

結
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

続
い
て
、
山
陽
と
親
し
く
交
流
し
た
大
坂
東
町
奉
行
所
与
力
の
大
塩
平
八

郎
（
一
七
九
三

－

一
八
三
七
）
の
「
七
言
絶
句
」［
図
6
］
は
、
大
胆
で
力
強

い
筆
力
を
見
せ
る
墨
書
で
、
い
か
に
も
大
塩
ら
し
い
書
の
一
端
を
示
し
て
い

る
。
他
に
も
、
豊
後
日
田
（
大
分
県 

日
田
市
）
に
生
ま
れ
た
広
瀬
旭
荘
の
書

（
書
簡
な
ど
）
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
岡
田
半
江
と
も
親
し
か
っ
た
旭
荘
も
ま

た
、
大
坂
文
人
サ
ー
ク
ル
の
重
要
な
一
員
で
あ
っ
た
。
弘
化
五
年
（
一
八
四

八
）
に
旭
荘
が
中
西
家
を
訪
問
し
た
こ
と
は
、
中
西
家
に
残
る
「
日
間
瑣
事

備
忘
（
写
本
）」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
天
保
四
年
か
ら
文
久
三

年
（
一
八
三
三

－
一
八
六
三
）
に
至
る
旭
荘
の
日
記
で
、
旭
荘
の
原
本
を
、

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
西
村
天
囚
が
書
き
写
し
た
も
の
あ
る
。
加

え
て
、
梅
花
書
屋
を
継
承
し
た
篠
崎
小
竹
の
「
七
言
絶
句
」
な
ど
も
遺
存
し

て
い
る
。
こ
の
他
、
中
西
家
に
は
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二

－

一
六
七
三
）
と

売
茶
翁
（
一
六
七
五

－

一
七
六
三
）
の
書
も
遺
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
点

の
真
筆
と
し
て
の
正
確
な
判
定
は
今
後
の
研
究
に
俟
つ
と
し
て
、
興
味
深
い

の
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
多
く
の
文
人
た
ち
の
憧
憬
の
的
で
あ
っ
た
隠

元
と
売
茶
翁
関
連
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
あ
た
り
に
、
中
西
家
の
文
化
的
な

「
格
」
の
高
さ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
大
坂
の

漢
学
塾
で
あ
る
泊
園
書
院
の
第
二
代
院
主
の
藤
澤
南
岳
の
書
（
扁
額
）
が
遺

存
し
て
お
り
、
中
西
家
が
、
大
坂
文
化
の
中
核
と
密
な
関
係
を
保
持
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
中
西
家
の
印
象
は
、
先
に
も

述
べ
た
「
文
人
的
香
気
」、「
漢
学
の
雰
囲
気
」
と
い
っ
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

四　

日
本
、
中
国
、
朝
鮮
の
工
芸

　

中
西
家
に
は
、
絵
画
や
書
の
他
に
数
多
く
の
工
芸
作
品
が
遺
存
し
て
お
り
、

日
本
の
茶
陶
に
始
ま
り
、
中
国
の
煎
茶
碗
、
朝
鮮
の
熊
川
茶
碗
な
ど
多
彩
で

あ
る
が
、
膨
大
な
蒔
絵
な
ど
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
庄
屋
の

基
本
的
な
生
活
道
具
類
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
、
抹

茶
道
具
や
煎
茶
道
具
な
ど
の
優
品
が
目
を
惹
く
が
、
た
と
え
ば
、
中
国
清
朝

（
一
六
四
四

－

一
九
一
二
）
時
代
の
《
白
磁
煎
茶
碗
》（
五
客
）［
図
7
］
は
、

渋
く
て
ま
こ
と
に
品
格
の
高
い
白
磁
碗
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
底
面
に
「
成

［図 6］�大塩平八郎�
《七言絶句》�
（中西家旧蔵・
吹田市蔵）



中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

一
一

化
年
製
」
の
銘
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
偽
銘
で
、
お
そ
ら
く
清
朝
初
期
頃
に
製

作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
上
品
さ
は
圧

巻
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り

中
国
製
の
湯
沸
か
し
道
具
の

湯
罐
（
湯
瓶
）［
図
8
］
が
所

蔵
さ
れ
て
い
て
、
白
泥
で
つ

く
ら
れ
た
湯
罐
は
、
薄
手
に

仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
底
が

焦
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
茶

席
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ゆ
る
や
か
に
円
弧

を
描
く
陶
器
で
で
き
た
持
ち

手
や
胴
の
形
態
は
、
美
し
く

引
き
締
ま
っ
て
い
て
、
短
く

つ
く
ら
れ
た
注
ぎ
口
も
見
事

な
形
を
見
せ
て
い
る
。
加
え

て
、
朝
鮮
時
代
の
熊
川
茶
碗

［
図
9
］
が
遺
存
し
て
お
り
、

そ
の
口
縁
部
は
鋭
く
外
に
反

り
返
る
と
い
う
独
特
の
形
に

さ
れ
て
お
り
、
胴
は
歪
み
の

な
い
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
丸

み
を
見
せ
る
茶
碗
で
あ

る
。
朝
鮮
慶
尚
南
道
に

あ
る
熊
川
港
か
ら
日
本

に
輸
入
さ
れ
た
陶
器
で
、

港
の
名
前
を
採
っ
て

「
熊
川
」
と
呼
ぶ
が
、
朝

鮮
半
島
南
部
の
陶
器
で

あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、

今
な
お
正
確
な
生
産
地

は
不
明
で
あ
る
。

　

さ
て
、
中
西
家
に
多
数
遺
存
す
る
日
本
の
工
芸
品
の
中
か
ら
、
寺
澤
慎
吾

氏
の
要
を
得
た
解
説
に
従
っ
て
、
三
代
玉
水
弥
衛
兵
作
（
カ
）《
黒
楽
茶
碗
》

（
十
八
世
紀
）［
図
10
］
を
紹
介
す
る
と
、
腰
に
「
樂
」
の
印
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
寺
澤
氏
は
樂
家
第
三
代
と
推
定
し
て
い
る（

（
（

。
玉
水
焼
は
、
樂
家
四

代
一
入
の
子
の
一
元
に
よ
っ
て
、
山
城
の
玉
水
村
で
創
始
さ
れ
た
と
い
う
。

樂
焼
窯
で
三
代
弥
衛
兵
（
生
年
不
詳

－

一
七
六
三
）
は
、
兄
の
早
世
に
よ
っ

て
後
を
継
い
で
「
任
土
斎
」
の
号
を
用
い
た
。
筒
形
の
胴
を
も
つ
茶
碗
で
、

釉
薬
の
所
々
に
赤
み
の
あ
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
口
縁
部
は
樂
茶
碗
に
特
有

の
ゆ
る
や
か
に
波
打
つ
水
平
線
状
の
形
に
つ
く
ら
れ
、
内
側
へ
と
折
り
込
む

や
り
方
で
あ
る
。
高
台
は
無
い
に
等
し
い
ほ
ど
低
く
、
光
沢
の
あ
る
表
面
処

理
は
、
い
わ
ゆ
る
樂
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
ま
る
で
焼
締
の
茶
碗
と
思

わ
せ
る
長
次
郎
の
光
沢
の
な
い
表
面
処
理
と
は
距
離
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で

［図 7］白磁煎茶碗（中西家旧蔵・吹田市蔵）
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一
二

は
典
型
的
な
樂
茶
碗
だ
と
い

っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
中
西

家
に
は
十
四
歳
で
樂
吉
左
衛

門
を
継
い
で
、
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
に
隠
居
し
て

了
入
の
号
を
用
い
た
樂
家
九

代
の
樂
了
入
（
一
七
五
六

－

一
八
三
四
）
の
《
黒
樂
菊
花

文
茶
碗
》（
十
九
世
紀
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。

　

工
芸
作
品
で
は
他
に
、
生

活
道
具
と
し
て
の
漆
器
類
が

多
数
遺
存
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
漆
器
類
は
、
大
き
な
庄

屋
に
は
不
可
欠
な
道
具
で
、

大
雑
把
に
調
査
す
る
と
、
中

西
家
に
は
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
の
質
の
高
い
漆

器
類
が
膨
大
に
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
ま
た
、「
茶
の
湯
に

よ
る
一
座
建
立
」
の
雰
囲
気

が
彷
彿
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
こ
れ
ら
膨
大
な
絵
画
、
書
、
陶
磁
器
な
ど
か
ら
見
え
て
く
る
中
西

家
の
趣
味
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
京
と
大
坂
の
接
点
に
あ
る
吹
田
村
と
い
う
地
域
の
特
性
が
典
型
的

に
示
さ
れ
て
お
り
、
蒹
葭
堂
を
中
心
と
す
る
大
坂
の
中
心
部
と
同
様
の
文
人

た
ち
の
交
流
が
見
て
と
れ
る
が
、
同
時
に
淀
藩
の
影
響
下
に
、
京
の
文
人
や

画
家
た
ち
の
書
や
絵
画
作
品
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
、
大
坂
の
文

化
交
流
の
一
つ
の
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
江
戸
時

代
に
お
け
る
吹
田
村
の
大
庄
屋
の
文
化
的
力
量
の
高
さ
と
、
文
化
交
流
の
味

わ
い
の
あ
る
趣
味
を
確
認
で
き
て
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
隠
元
隆
琦
や
売
茶
翁
関
連
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
の
黄
檗
文
化
を
基
調
に
し
た
煎
茶
趣
味
・
文
人
趣
味
の
文
化
的
蓄

積
を
示
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
た
京
、
大
坂
の
い
わ
ゆ
る
中
央
の
文
化
と
同
様

の
基
調
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
煎
茶
に
つ
い
て
は
、「
水
越
與
三
兵

衛
作
の
涼
炉
や
岡
田
久
太
作
の
急
須
な
ど
、
日
本
の
江
戸
時
代
後
期
に
造
ら

れ
た
煎
茶
器（

（
（

」
が
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
紹
介
し
た
樂
系
統
の
抹
茶
道
具
も

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
西
家
の
所
蔵
作
品
群
は
、
一
地

方
の
文
化
を
表
す
わ
け
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
文
化
的
趣
味
を
担
う
「
中

央
」
の
文
化
を
反
映
し
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

さ
ら
に
、
池
大
雅
、
頼
山
陽
、
広
瀬
旭
荘
、
大
塩
平
八
郎
、
佐
藤
一
齋
、

［図10］�三代玉水弥衛兵《黒楽茶碗》�
（中西家旧蔵・吹田市蔵）
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中
西
家
（
吹
田
市
岸
部
）
旧
蔵
の
作
品
群

一
三

そ
し
て
、
藤
澤
南
岳
ら
当
代
一
流
の
文
人
た
ち
と
の
人
的
交
流
お
よ
び
重
要

な
作
品
に
よ
る
学
問
的
な
趣
味
な
ど
、
洗
練
さ
れ
た
文
人
趣
味
を
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
性
格
を
再
度
ま
と
め
る
と
、「
文
人
的
香
気
」、

「
茶
の
湯
に
よ
る
一
座
建
立
」、「
漢
学
の
雰
囲
気
」
と
い
う
言
葉
が
鮮
や
か
に

浮
か
び
上
が
る
わ
け
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
大
庄
屋
と
は
如
何
な
る
存
在
で

あ
っ
た
か
を
、
こ
れ
ら
の
中
西
家
旧
蔵
品
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
重
厚
な
文
人
趣
味
を
漂
わ
せ
る
中
西
家
の
再
評
価
は
、
喫
緊
の
重
要

な
課
題
だ
と
い
っ
て
お
き
た
い
。

注
（
1
）	

市
村
茉
梨
「
竹
田
と
吹
田
」、『
田
能
村
竹
田
展
―
吹
田
・
な
に
わ
を
愛
し
た

文
人
画
家
―
』、
吹
田
市
立
博
物
館
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
二

－

三

頁
。

（
2
）	

鈴
木
進
「
池
大
雅
筆 

龍
山
勝
會
・
蘭
亭
曲
水
圖
屛
風
」、『
國
華
』
第
七
九
九

号
、
國
華
社
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
三
一
六
頁
。

（
3
）	

稲
畑
ル
ミ
子
「
曽
我
直
庵
・
二
直
菴
の
絵
画
」、
奈
良
県
立
美
術
館
編
『
曽
我
直

庵
・
二
直
菴
の
絵
画
』、
奈
良
県
立
美
術
館
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
四
一
頁
。

（
4
）	

吹
田
市
立
博
物
館
編
『
大
庄
屋　

中
西
家
名
品
展
』、
吹
田
市
博
物
館
、
平
成
二

十
四
年
（
二
〇
一
二
）、
四
一
頁
。

（
5
）	

同
書
、
四
一
頁
。

（
6
）	

同
書
、
四
四
頁
。

（
7
）	

同
書
、
四
六
頁
。

（
8
）	

同
書
、
寺
澤
慎
吾
「
中
西
家
に
伝
わ
る
美
術
―
庄
屋
の
教
養
と
文
化
」、
七

頁
。

〔
付
記
〕
図
版
は
『
大
庄
屋 

中
西
家
名
品
展
』（
吹
田
市
博
物
館
二
〇
一
二
年
）
図
録
よ
り

引
用
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
中
西
容
子
氏
、
増
田
真
木
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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The Nakanishi Residence Old Possession  
（Kishibe, Suita City）
―Paintings and Other Art―

NAKATANI Nobuo

	 Tanomura Chikuden （1777-1835）, who had connections with present-day 
Suita City, made his home at Suita Village in his later years, eventually 
passing away during travel to the city of Osaka. The Nakanshi Residence, 
located on the Kishibe,Suita City — which once served as the residence of the 
village headline—is home to numerous materials pertaining to Chikuden. This 
paper provides an overview of the old possession （Suita city collection） of the 
Nakanishi Residence in Suita City associated with Chikuden, referencing their 
value and priority level.
	 The Nakanishi Residence, situated in the former Kishibe-higashi village 

（present-day Kishibe,Suita City）, was the house of the village headman and 
other key individuals of the Yodo Domain. Known as a regional culture center, 
it housed numerous art pieces as a stopping point between Osaka and Kyoto. 
Items in the collection include large numbers of paintings and art works from 
the Osaka area. To summarize the Nakanishi Residence collection in a word, 
one could think of it as the epitome of the tea ceremony and of cultured life.

キーワード：�中西家 （The Family of NAKANISHI）、吹田市 （The City of Suita）、
田能村竹田 （TANOMURA Chikuden）、大坂画壇 （The Osaka Painting 
School）


